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研究成果の概要（和文）： 

 ポリ γ-グルタミン酸(γ-PGA)は、天然高分子であり生体毒性が低く、生分解性も高い。そこで細胞
培養担体への応用を目指し、カルシウム塩 γ-PGA をベースポリマーとしたシリカとの有機無機ハイブ
リッド材（γ-PGA-Ca-Si）の開発を試みた。形状設計という観点から、エレクトロスピニング法によって
不織布化した。得られた材料は、繊維がからみ合って構築された骨格を有し、そのため確実に連結し
た気孔をもつ多孔質構造であり、三次元培養担体として期待される。 
 さらに、γ-PGA-Ca-Si 不織布に対する、生理活性ペプチドの固定化手法の開発を目指した。その結
果、システイン残基を含むペプチドと選択的に結合可能なマレイミド基をはじめに水溶媒での反応系で
不織布に導入した後に、システイン残基を含む生理活性ペプチドを同じく水溶媒系で導入固定化する
ことで、不織布のダメージを抑えながらペプチドの導入が可能なスキームを見いだした。それにより、
RGD ペプチドの固定化に至った。残念ながら、導入した RGD ペプチドによる骨芽細胞培養における顕
著な効果は見られなかったが、今後の γ-PGA-Ca-Si 不織布の高機能化に向けた足がかりが得られ
た。 
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